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（一社）埼玉県建設業協会



（一社）埼玉県建設業協会

本部 ：さいたま市南区鹿手袋４ʷ１ʷ７
埼玉建設会館内

支部 ：１２支部

会員数：４０４社（Ｒ２年４月１日）

創立 ：１９５０年８月

目的 ：建設業の発展に資する事業を行い
公共の福祉の増進に寄与する



地域の担い手・・・建設業



地域の担い手・・・建設業



地域の担い手・・・建設業



ＳＤＧｓ立ち上げのねらい

• 製品・サービスそのものが社会的課題に資する

• 建設業を社会貢献する産業として認識し、
誇りある産業としてアピールする



ＳＤＧｓ委員会の取組み



ＳＤＧｓ委員会の取組み

埼玉県建設業協会ＳＤＧｓ

◆公募で集まった１２名のメンバー

◆まず「ＳＤＧｓ」とは何か？

◆認識の共有



ＳＤＧｓ委員会の取組み

協会が取組むSDGsの事業イメージ

会員企業SDGs

協会SDGs

会員企業への広がり 会員企業との連携



ＳＤＧｓ委員会の取組み



ＳＤＧｓ委員会の取組み

協会主催の既存事業一例

緑豊かな埼玉を守るために
自動車税の一部を財源とした
「彩の国みどりの基金」

協会が基金の趣旨に賛同し
毎年寄付を行っている



ＳＤＧｓ委員会の取組み

いかにして会員企業へ広めるか
いかにして社会に貢献する産業として認知されるか

ＳＤＧｓに対するシンボルと
なる新たな事業が必要ではな
いか？

委員会２年目の課題



ＳＤＧｓ委員会の取組み

シンボル事業チェックポイント

①協会、会員企業に負荷をかけない

②「建設産業」を関連付け社会に発信

③どのゴールに繋がるかイメージしやすい



ＳＤＧｓ委員会の取組み

たとえば
災害用備蓄食料による循環スキーム

食品卸企業 建設業協会

子ども食堂

フードバンク

養護施設

備蓄食品発注

備蓄食品納入

寄付支援

備蓄食品提供会員企業

建設業協会



ＳＤＧｓ委員会の取組み



ＳＤＧｓ委員会の取組み

ご清聴ありがとうございました


